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現在、X線望遠鏡の中で最もよい角度分解能をもつ Chandra衛星は、0.5秒角の角度分解能である。しかし、
この分解能では、理論的限界（回折限界）に比べては遥かに悪い。そこで、我々の研究室では違った視点から高
角度分解能を達成するために新型X線干渉計を開発している。このX線干渉計は、半透膜を用いることで天体か
らのふたつのビームを同一線上に合成する。そのため縞間隔は干渉計を構成する反射鏡、半透膜、検出器のセッ
ティングのずれだけで決まり、比較的小さな構成で実現できる。
新型X線干渉計の実現に向けて、反射鏡と半透膜を製作した。反射鏡は SiウェハにMo/Si多層膜を 15層、積

層したものである。一方、半透膜はMo/Si多層膜 4層を Siウェハに積層し、その後、Siウェハを取り除いた物で
ある。2013年秋期年会では、2013年 6月に高エネルギー加速器研究機構（KEK）のビームライン (BL-11A)で測
定した反射鏡の反射率と半透膜の反射率と透過率の結果を報告し、測定方法に問題点があった事を指摘した。今
回、問題点を改良し、11月に再測定を行った結果を報告する。反射率と透過率は、エネルギーを固定して入射角
度を変化させた場合と、角度を固定してエネルギーを変化させた場合とで測定を行った。それらの結果をシミュ
レーションと比較した。その結果、暫定的であるが、酸素K輝線付近のエネルギーでピーク反射率の入射角は約
10度であり，設計値とほぼ合っている事が分かった。一方、反射鏡のピーク反射率、半透膜のピーク反射率とそ
のエネルギーでの透過率は、設計値より小さな値であった。さらに詳細に解析した結果を報告する。


